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1 ．は じめに

　近 年 ，　 「形 成的ア セ ス メ ン ト （formative
assessment ）」 に焦点 が あて られ ， それ を授

業にお い て活用 す る こ とで ， 子 ども の 学習を進

め て い くこ とが ， 教室で 目指 され始 めて い る 。

　本研究では，理科授業にお い て ， 教師が形成

的ア セ ス メ ン トを行 い ，子 どもに フ ィ
ー ドバ ッ

ク を与える こ とで ，学習が進ん で い く過程 を分

析す る 。 分析 で は ， 形 成的ア セ ス メ ン トの
一

っ

で あ る ，　 「足 場 作 り の た め の ア セ ス メ ン ト

（scaffolded 　assessment ）」 に着 目する 。

2 ．形成的アセ ス メ ン ト

　 ス ク リ バ ン （Scriven，　 M ．）や ブ ル
ー ム

（Bloom，　B ．S．）は， 「形成的評価 （formative
evaluation ）」 を提案 した 。 それ ま で の 評価 は ，

学習 の 終了後に，総括的に個々 の 子 ども の 習得
の 度合を把握す る もの で あ っ た 。 しか し，形成

的評価はそ の 従来 の 評価の 概念を ， さま ざま な

教育活動 の 途上 で ， そ の 活 動 が初期 の 目標 を達

成 しっ つ あ るか ど うか ， どの よ うな点で活 動計

画 の 修正 が必 要 で あるか を知 るた めに行 われ

る評価活 動で ある と，そ の 視点 を変えた 。 形成

的評価 の 活用 に あた っ て は ， 目標 ， 内容 ， 方法

が適切 か ど うか を教師が知 り，こ れ らの 諸要 素

を よ く分析 して ，こ れ らを明確 にす る こ とが行

われ た 。

　また
，

ペ レ ナ ウー （Perrenoud ，
　P．）やサ ド

ラ
ー （Sadler，　R．）の 形成的評価に つ い て の 提

案は ，
こ の 形成 的評価 を ，

「形成的アセ ス メ ン

ト」 と して拡張 させ た 。

　形成的 アセ ス メ ン トは ， 子 どもの 習得 の 度合

を測 るテ ス トの み では なく ， さま ざまなデー
タ

の 収集方法を取 り入 れ る こ とで 行われる。そ の

中で ，教師 の 行 うデータ の 収集は ，子 どもの 言

うこ とや行 うこ とを周到 に観 察す る こ と に よ

っ て 行われ る。こ れは 従来か ら 「見取 り」や 「見

極 め 」 と言われて きた もの で ある。こ の 周到な

観察か ら得 られ たデー
タ を分析 ・活用す る こ と

で，教師は子 どもに適切 に フ ィ
ー ドバ ッ ク を与

え，学習を進 め て い く。 その 学習過程の 中で ，

子 どもは 自身の ニ
ーズ が満た され，その 後の 学

習プ ロ セ ス に，子 ど も自身が 直接寄与で きる よ

うな 「意思 決 定者」 とな っ て い く。つ ま り，子

どもが 自身 の 学習を 「調整 （regulation ）」 し

なが ら， 学習を進めて い くとい う こ とで あ る 。

こ の よ うに ， 子 どもが 自身 の 学習を調整 して い

ける よ うにする こ とが ， 形成的アセ ス メ ン トの

目標 で あ る 。

3 ．足場づ くりの ため の ア セ ス メ ン ト

　形 成的ア セ ス メ ン トは，教師 と子 どもとの 対

話に よ っ て 行われ る。ギ ッ プ ス （Gipps，　 c．）
は ，形 成的ア セ ス メ ン トと して 「足 場づ く りの

た め の ア セ ス メ ン ト」 を提 案して い る。子 ど も

を よ り高 い 発達 の 水準 に到 達 させ るた め に，教

師 が 支 援 を 行 う過 程 は ， 「足 場 づ く り

（scaffolding ）」 と呼ばれて い る 。 教 師は 子 ど

もと の 対話 の 過程にお い て ，足場づ くりの た め

の ア セ ス メ ン トを行 い
， 彼 らに具 体的 に 「発達

の 最 近 接 領 域 （zone 　 of 　 proximal
development＞」を示 すこ とに よ っ て ，足 場づ

く りを行 っ て い る 。 こ の 足 場づ く りの た め の ア

セ ス メ ン トは ， 子 どもが何を知 っ て い る の か ，

何が で き る の か を ア セ ス メ ン トす る だ け で は

な く，何がで きつ つ ある の か をア セ ス メ ン トし

て い る 。 理 科授業にお い て
，

こ の ア セ ス メ ン ト

に よ る教師 と子 どもの 相互 作用に よ っ て
， 子 ど

もは科学概念を獲得 し ， 発 達 の 最近接領域 の 水

準が 引き上げ られ ， 学習が深 化す る 。

4 ．調査概要

4．1 調査時期

　 2009 年 2 月〜3 月

4．2 調査対象

　横浜 市立 1小 学校第 4 学年

4．3 調査 単元

　 「水の すが た 」

4．4 調査方法

　授業の 発話分析 とワー
ク シ ー トの記述分析
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